
おいでよ あつまれ 喜佐方の家
角尾亜依・村田朋樹・近藤美咲・尾崎煌弥
奥藤菜々美・高山あすか・薬師神綾音

宇和島市内の中高生と愛媛大学生が一緒に宇和島市吉田町喜佐方地区をフィールドとして、地域の方々と交流やヒヤリ
ング調査、ワークショップ、グループワークなどを行い喜佐方公民館の利活用を提案した。

今回のプロジェクトについて

喜佐方のいいところ

・農業が有名、特にみかんが絶品
・盆踊りやスポーツ大会など行事が多い
・人がいい、人との距離が近い
・近隣の人々の交流
・景色がいい

喜佐方公民館の現状

・喜佐方小学校が２０２５年３月に廃校になる
・少子高齢化による人口減少
・西日本豪雨があった

・廃校の活用が求められている
・避難場所の不安
・地域の交流の衰退
・公民館の立地
・伝統継承

・公民館のイベントに参加する人
が少ない
・公民館から家が遠い
・避難場所としての不安

喜佐方公民館の課題

喜佐方公民館の利活用案

継続的な活動・イベント

具体例
●アスレチックを作る ●自習室の作成
（〇レベル別昇格制度） ●給食が食べられる体験
●昔の遊び体験 ●多世代で話せる空間作成
（お年寄りから教えてもらう） (認知症セミナー)
〇運動会 〇ゲストハウスの作成

外 内

〇：定期的イベント ●：継続的イベント

おいでよ あつまれ 喜佐方の家
ホーム

ヒアリング調査

公民館の情報は、
「あいいく会」という会
や回覧板で情報を得てい
ます。
なにかイベントがあれば
公民館に来ます。

新しいことをしたい！

ゲームしたい！

アスレチックをしたい！

これがあったら公民館に
行きたい！

公民館について…

学校ではできないことができる場に
世代間問わず触れ合える場に
ユニバーサルデザインがしっかりし
た場に
楽しくにぎやかで、人が育つような
場に

そんなみんなの居場所…
ふるさとのような場所であってほし
い

ホーム
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